
JA茨城むつみのHPを
ご覧いただけます！

LINEはじめました
＠321osrwp

あすを拓く みどりの新しい風 2025

No.381

11

古河地区
粕谷政輝 さん
作っている作物：キュウリ



家庭菜園家庭菜園
キャベツ（続）

８月号掲載より

長寿バンザイ 第47回
昭和12年11月25日生まれ　87歳

境地区

青木 すみ子さん

Ｑ．趣味を教えてください。
Ａ．グラウンド・ゴルフとカラオケと踊りです。
　　グラウンド・ゴルフは週に２回、友人等集って和気あいあいプレーをしたり、お喋りをすること。
カラオケでは発表会に向けて練習をしたり、踊りでは月に２回講座に参加したりと毎月充実して
います。

趣味について楽しく話してくれました。これからもお体
に気をつけて頑張って下さい。

Ｑ．思い出に残るエピソードは
Ａ．ＪＡの年金友の会のグラウンド・ゴルフです。
　　境地区で開催された第一回グラウンド・ゴルフで予
選を勝ち抜いて、その後開催された県大会で女子の
部で優勝した事です。

Ｑ．長寿の秘訣はなんですか
Ａ．三食きちんと食事をとること、後は外に出て日に当
たり自分の趣味を活かして楽しむ事が健康の秘訣だ
と思います。

農 薬 名 規　格 適 応 害 虫 倍　率 使 用 時 期
備　考

18Ｌ
ジョウロ 10Ｌの場合

ディアナ SC 100ml ヨトウムシ、アオムシ、コナガ 2500～5000倍 収穫前日まで 3.6ml～7.2ml 2ml～4ml

アファーム乳剤 100ml ヨトウムシ、アオムシ、コナガ 1000～2000倍 収穫前日まで 9ml～18ml 5ml～10ml

トレボン乳剤 100ml ヨトウムシ、アオムシ、コナガ 1000～2000倍 収穫 3日前まで 9ml～18ml 5ml～10ml

グレーシア乳剤 100ml ヨトウムシ、アオムシ、コナガ 2000～3000倍 収穫 7日前まで 6ml～9ml 3.3ml～5ml

2 ＪＡ茨城むつみ　11月号

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部

連
合
は
10
月
１
日
、
山
梨
へ

日
帰
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
研
修
は
、
山
梨
県
の
特

産
品
を
学
ぶ
こ
と
や
部
員
同

士
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
各
地
区

の
女
性
部
員
合
わ
せ
て
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
で
は
、
秋
の
味
覚

で
あ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
昼

食
に
郷
土
料
理「
ほ
う
と
う
」

を
堪
能
し
、
桔
梗
屋
信
玄
餅

工
場
で
桔
梗
信
玄
餅
の
作
業

工
程
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
通
し
部
員
ら
は「
信

玄
餅
は
手
作
業
で
包
装
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」
と
話
す
な
ど
、
部
員
同

士
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
充

実
し
た
１
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。 女

性
部
連
合

　
　
日
帰
り
研
修

　
秋
冬
ど
り
12
月
、
１
月
頃
の

収
穫
に
向
け
て
害
虫
防
除
す
る

こ
と
が
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
気
候
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま

す
が
コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
キ
ャ
ベ
ツ
に
登

録
の
あ
る
農
薬
を
い
く
つ
か
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
向
け
の
た
め
、
今

回
は
少
量
規
格
で
の
案
内
と
な

り
ま
す
。

　
品
種
に
よ
り
ま
す
が
直
径
15

～
25
㎝
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
を
軽

く
押
し
て
み
て
し
っ
か
り
硬
く

締
ま
っ
て
い
れ
ば
収
穫
適
期
で

す
。

「
11
月
以
降
に
発
生

　
し
や
す
い
害
虫
に
つ
い
て
」

「
収
穫
適
期
に
つ
い
て
」

※上記農薬につきまして、令和７年10月22日現在の登録状況を掲載しております。
　使用前に農薬のラベルをよく読んで使用基準を確認し適正に使用してください。
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綱回し。スタッフの手拍子に乗って
みんなで速く回します。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
10
月
４
日
、
境
町

に
あ
る
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
で

開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
西
南
フ
ェ
ス
テ
ィ

「
ぬ
く
も
り
」で
元
気
に「
運
動
会
」

バ
ル
」
に
参
加
し
、
地
域
住
民
や
医
療
関
係
者
向
け
に
地

元
産
の
野
菜
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
住
民
に
同
病
院
に
つ
い
て
広
く

知
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
講
演

会
や
院
内
探
検
を
通
じ
て
医
療
従
事
者
の
仕
事
を
学
べ
る

他
、
健
康
相
談
の
ブ
ー
ス
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
即
売
会
で
は
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
採
れ
た
ト
マ
ト
や
キ
ュ

　「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
で
は
10
月
９

日
に
万
国
旗
に
飾
ら
れ
た
施
設
内
で
運
動
会
を
行
い
ま
し

た
。
運
動
会
は
ぬ
く
も
り
で
は
一
番
の
人
気
行
事
。
誰
も

競
技
に
参
加
し
て
楽
し
め
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
38
名
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
、

利
用
者
の
代
表
が
選
手
宣
誓
を
発
し
、
職
員
も
加
わ
り
老

若
男
女
、
紅
組
・
白
組
に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
食
い
競
争
で
は
食
パ
ン
が
実
用
的
で
人
気
集
中
。

借
り
物
競
争
で
は
「
昔
の
美
人
を
連
れ
て
く
る
」
に
苦
笑

い
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
玉
入
れ
、
綱
回
し
は
大
白
熱
。
ス
タ
ッ
フ
も
入
り
交
じ
り
声
援
も
飛
び

交
う
も
の
に
。
見
て
い
る
側
も
興
奮
し
ま
す
。
総
合
優
勝
は
紅
組
白
組
引
き
分
け
。
リ
ハ
ビ
リ
も

兼
ね
て
皆
さ
ん
終
始
笑
っ
た
り
一
生
懸
命
体
を
動
か
し
た
り
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
リ
、
ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
新
鮮
な
野
菜
の
対
面
販
売
を
し
た
他
、
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
オ
ク
ラ
、ピ
ー
マ
ン
、し
し
と
う
等
の
野
菜
つ
か
み
ど
り
企
画
も
行
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
た
人
や
医
療
従
事
者
か
ら
は
「
新
鮮
な
野
菜
を
購
入
出
来
て
嬉
し
い
」

「
つ
か
み
ど
り
で
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
好
評
で
、
用
意
し
た
野
菜
は
正
午

に
完
売
す
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

古
河
関
東
ド・マ
ン
ナ
カ
祭
り
に
出
店

　
J
A
茨
城
む
つ
み
総
和
地
区
女
性
部
、
総
和
古

河
地
区
野
菜
生
産
部
会
、
茶
業
部
会
、
酪
農
復
興

連
合
会
は
10
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

古
河
市
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
に
て
「
第
27
回
古
河
関
東
ド
・

マ
ン
ナ
カ
祭
り
」
に
出
店
を
し
ま
し
た
。

　
総
和
古
河
地
区
野
菜
生
産
部
会
で
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
「
胡
瓜
」、「
茄
子
」
の
無
料
配
布
や
地
元
の
野
菜
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
で
は
、
焼
き
そ
ば
や
赤
飯
、
山
菜
お
こ
わ
を
販
売
し
ま

し
た
。
ど
れ
も
そ
の
場
で
調
理
し
た
出
来
立
て
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
茶
業
部
会
で
は
、
さ
し
ま
茶
の
試
飲
・
販
売
、
詰
め
放
題
が
行

わ
れ
、
酪
農
振
興
連
合
会
で
は
、
牛
乳
・
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
の
販
売

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
地
元
野
菜
販
売

古
河
市
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
長
ナ
ス
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
９
月
26
日
、
食
を

通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

母
子
父
子
世
帯
や
生
活
困
窮
者
等
の
方
々

を
支
援
し
よ
う
と
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
管
内
で
生

産
さ
れ
た
長
ナ
ス
を
１
０
０
世
帯
分
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
物
価
が
高
騰
す
る
中
で
生
活
が
困

窮
す
る
世
帯
等
に
対
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
通
じ
た

食
糧
支
援
を
行
う
事
で
、
地
域
共
生
社
会
へ
の
実
現
に
向

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
が
長
い
列
を
つ
く
る
な
ど
大
好
評
で
し
た
。
直
接
消
費
者
と
ふ
れ
あ
い
、
今
後
の
生
産

活
動
に
大
き
く
役
立
つ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
は
「
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
依

頼
を
受
け
、
賛
同
し
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
Ｊ
Ａ
の
管
内
の
生
産
物
を
少
し
で
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
ぬ
く
も
り
」で
元
気
に「
運
動
会
」

古
河
関
東
ド・マ
ン
ナ
カ
祭
り
に
出
店

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
地
元
野
菜
販
売

古
河
市
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
長
ナ
ス
寄
贈
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立
つ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
は
「
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
依

頼
を
受
け
、
賛
同
し
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
Ｊ
Ａ
の
管
内
の
生
産
物
を
少
し
で
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
ぬ
く
も
り
」で
元
気
に「
運
動
会
」

古
河
関
東
ド・マ
ン
ナ
カ
祭
り
に
出
店

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
地
元
野
菜
販
売

古
河
市
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
長
ナ
ス
寄
贈



4 ＪＡ茨城むつみ　11月号

　
境
町
立
長
田
小
学
校
は
10
月
２
日
、
Ｊ
Ａ

茨
城
む
つ
み
境
地
区
の
出
荷
場
で
町
探
検
を

行
い
、
児
童
や
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
Ｊ

Ａ
職
員
ら
関
係
者
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
同
小
学
校
の
２
年
生
に

よ
る
「
生
活
科
」
の
学
習
の
一
環
で
、
町
内

を
探
検
し
、
施
設
や
人
々
と
接
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
同
Ｊ
Ａ
境
地
区
営
農
セ
ン

タ
ー
の
黒
木
賢
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
農
協
の
仕

事
内
容
や
、
施
設
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た

他
、
施
設
の
見
学
を
す
る
と
「
大
変
な
こ
と

秋
洋
菜
出
荷
ピ
ー
ク
を
前
に
目
揃
え
会

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
、
９
月

か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
秋
洋
菜
の
統
一
目
揃
え
会
を
10

月
３
日
、境
町
の
本
店
で
開
き
ま
し
た
。指
定
市
場
８
社
、

境
町
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
全
農
い

ば
ら
き
、
同
部
会
員
合
わ
せ
て
約
90
人
が
参
加
し
、
今

後
の
有
利
販
売
に
向
け
、
出
荷
規
格
を
統
一
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
レ
タ
ス
は
県
の
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
惚
レ
タ
ス
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
同

部
会
の
金
久
保
祐
一
部
会
長
は
「
今
年
の
秋
の
レ
タ
ス

は
夏
の
暑
さ
に
よ
り
定
植
が
遅
れ
、
例
年
よ
り
若
干
の

遅
れ
が
あ
る
。
今
日
の
目
揃
え
で
十
分
に
目
を
合
わ
せ

他
産
地
に
負
け
な
い
よ
う
、
安
心
安
全
で
品
質
の
良
い

も
の
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
選
果
選
別
を
徹
底
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
現
品
目
揃
え
で
は
、
レ
タ
ス
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ル
の
品
位
基
準
や
、
量
目
基
準
な
ど
を
確

認
し
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
市
場
関
係
者
は
「
選

果
選
別
を
十
分
し
て
い
た
だ
き
、
市
場
、
Ｊ
Ａ
、
生
産

者
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
有
利
販
売
へ
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
坂

東
地
域
農
業

普
及
セ
ン
タ

ー
よ
り
、
今

年
は
、
特
に

シ
ロ
イ
チ
モ

は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
」「
ど
ん

な
野
菜
が
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す

か
」
等
と
積
極

的
に
質
問
し
、

熱
心
に
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し

た
。
見
学
後
に

は
お
土
産
に
レ

女
性
部
連
合
モ
ル
ッ
ク
体
験

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女

性
部
連
合
は
10
月
３
日
、

境
町
の
本
店
に
て
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
モ
ル
ッ
ク
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
部
員
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
取

り
入
れ
た
モ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
３
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
位
置
か
ら
モ
ル
ッ
ク（
木
の
棒
）を

投
げ
て
倒
れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル（
木
の
ピ
ン
）

長
田
小
学
校
２
年
生
、境
地
区
出
荷
場
へ
町
探
検

令
和
７
年
度
産
米 

農
産
物
検
査
員
中
間
目
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
９
月
11
日
、
境
町
の

同
Ｊ
Ａ
本
店
で
令
和
７
年
産
米
農
産
物
検
査

員
に
よ
る
中
間
目
合
わ
せ
を
行
い
、同
Ｊ
Ａ
役

員
や
農
産
物
検
査
員
、
全
農
い
ば
ら
き
の
関

係
者
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
Ｊ
Ａ
で

は
８
月
26
日
に
初
頭
検
査
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
25
回
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
は
「
今
年
も
夏
場

の
高
温
が
続
き
、
カ
メ
ム
シ
類・乳
白
米・未

熟
粒
な
ど
の
被
害
粒
が
多
く
、
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
。
特
に
被
害
粒
は
、
等
級
・
品
質

の
格
付
け
等
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
検

査
員
の
方
に
は
今
回
の
目
合
わ
せ
を
し
っ
か

り
行
い
、
産
地
の
信
頼
維
持
と
返
品
や
ク
レ

ー
ム
等
が
な
い
よ
う
公
平
・
公
正
な
検
査
格

付
け
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
中
間
目
合
わ
せ
で
は
、全
農
い
ば
ら
き
米
穀

総
合
課
の
内
田
剛
史
担
当
が
県
内
の
検
査
状

の
本
数
や
書
か
れ
た
数
字
に
よ
り
得

点
を
50
点
ち
ょ
う
ど
に
す
る
早
さ
を

競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
体
験
し
た
女
性
部
員
ら
は
「
こ
れ

な
ら
誰
で
も
出
来
そ
う
」「
楽
し
い
か

ら
ま
た
体
験
し
た
い
」
等
と
好
評
で

し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
の
貸
出
、
説
明
等
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
生
活
企
画

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

況
の
報
告
を
行

っ
た
他
、
同
課

の
益
子
善
文
技

術
顧
問
が
格
付

け
基
準
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
農
産

課
の
関
根
敏
孝

ジ
ヨ
ト
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
虫
の
被
害
が
す
で
に
散
見

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
、
斑
点

細
菌
病
、
べ
と
病
、
菌
核
病
な
ど
へ
の
注
意
喚
起
が
あ

り
、
改
め
て
農
薬
使
用
に
お
け
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防

除
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
秋
洋
菜
の
出
荷
は
９
月
か
ら
12
月
を
見
込

ん
で
お
り
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
出
荷
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
作
付
面
積
74
㌶
で
出
荷
数

量
25
万
㌜（
レ
タ
ス
11
万
㌜
、サ
ニ
ー
レ
タ
ス
９
万
㌜
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ル
5.5
万
㌜
）を
見
込
み
ま
す
。

課
長
が
今
ま
で
の
検
査
結
果
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
後
、
サ
ン
プ
ル
18
点
を
各
検
査
員

が
格
付
け
を
行
っ
た
。
益
子
技
術
顧
問
は
総

評
で
、
１
等
と
の
違
い
や
原
因
を
報
告
す
る

こ
と
に
よ
り
、
翌
年
以
降
の
栽
培
管
理
や
品

質
向
上
に
役
立
て
ら
れ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
で
は
農
産
物
検
査
員
13
人
が
、
８

か
所
の
検
査
場
で
延
べ
60
回
の
検
査
を
予
定

し
て
い
る
。

タ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
充
実
し
た

町
探
検
と
な
り
ま
し
た
。

秋
洋
菜
出
荷
ピ
ー
ク
を
前
に
目
揃
え
会

女
性
部
連
合
モ
ル
ッ
ク
体
験

長
田
小
学
校
２
年
生
、境
地
区
出
荷
場
へ
町
探
検

令
和
７
年
度
産
米 

農
産
物
検
査
員
中
間
目
合
わ
せ
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令和７年冬期　農薬窓口相談会開催日

　本年度第 4回目となる農薬窓口相談会を下記の
とおり開催致します。
　なお、当日は農薬相談の受付とともに、
重点品目に限り「特別価格」での販売も
行いますので、是非お立ち寄り下さい。

●開催時間は、９時～15時までとなります。

地 区 名 開 催 場 所 開 催 日

五霞地区 11／29 ㈯

古河地区 11／ ８  ㈯

境 地 区 11／15 ㈯

猿島地区 11／21 ㈮

総和地区 11／22 ㈯

三和地区 11／21 ㈮

境支店

総和支店

古河支店

三和地区営農センター
選果場前

猿島中央支店

五霞支店

☆農薬窓口相談会開催のお知らせ☆

※古河・境・五霞・総和地区はむつみ感謝祭も同時開催

組合員のみなさまへ
茨城むつみ農業協同組合
代表理事組合長　石塚克己

【参考指標】 事 業 総 利 益 1,024,543千円 （前年対比  96.3％ ▲39,077千円）
事 業 管 理 費 961,406千円 （前年対比  102.0％ 18,596千円）
事 業 利 益 63,137千円 （前年対比  52.3％ ▲57,673千円）
経 常 利 益 144,130千円 （前年対比  72.5％ ▲54,565千円）
税引前当期利益 143,538千円 （前年対比  79.2％ ▲37,752千円）
当 期 剰 余 金 84,850千円 （前年対比  71.5％ ▲33,741千円）

令和７年度仮決算について
　日頃より当組合をご利用いただき誠にありがとうございます。
　当組合では、組合員のみなさま・ご利用者のみなさまに愛される組合づくりに役職員一丸となっ
て取り組んでおります。
　本年度の経営状況におきましては、下記の通りとなりました。引き続き組合員・利用者の方が
安心できる組合である様に努めて参ります。
　今後社会情勢はまだまだ不透明ではありますが、みなさまにおかれましては、健康に十分にご
留意されご自愛くださいますようお願い申し上げます。

自
動
車
・
自
賠
責
共
済

優
績
代
理
店
表
彰
式

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
茨
城
県
本
部
主
催
に
よ
る
、

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
、
自
動
車
・
自
賠
責

共
済
代
理
店
表
彰
式
が
９
月
５
日
に
、
ホ
テ

ル
・
ザ
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
・
水
戸
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
共
済
の
部
で
東
豊
自

動
車
様
（
県
内
７
位
１
４
７
台
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
表
彰
式
と
公
演
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
賠
責
共
済
の
部
で
株
式
会
社　

磯
様
（
県
内
２
位
４
９
１
台
）
有
限
会
社　

初
根
自
動
車
様
（
県
内
４
位
４
４
３
台
）
が

特
別
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

後列左から　１番目　　東豊自動車　様

自
動
車
・
自
賠
責
共
済

優
績
代
理
店
表
彰
式

令和７年度仮決算について



二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
2
3
4
6
9
11
13
15
17
19

育つこと。七五三は子どものーを祝う行事です
ー果敢に若武者が戦う
江戸時代のタクシーです
秋の山を彩ります
「豚」の音読み。ーカツ
金属の輪を長くつないで作ります
旅先の体験を書き綴ったもの
平安貴族の乗り物。モーと鳴く動物が引きます
よく晴れた日の、夕日の色といえば
佐渡島にはこの鳥の保護センターがあります
ギターに張ります

2
5
7
8
10
12
14
16
18
20
21

当
選
者

川辺や海岸で見られる冬鳥。東京都民の鳥です
熱海と並んで有名な、伊豆半島東部の温泉地
分別して出します
雄弁は銀、ーは金
陶器よりも高い温度で焼きます
耳の長い動物
天高くー肥ゆる秋
暦の上ではこの日から冬
櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛
『源氏物語』の作者は紫ーです
ＳＬとも呼ばれる蒸気ー

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
生
活
企
画
課
　
行

404060385

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）1185（生活企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
生
活
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
11
月
30
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第379号の答えは、「ラツカセイ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 齋藤　敦代 ● 中村真由美 ● 大久保三枝子
● 峯　　信子 ● 黒川まゆみ ● 島田登代子

９月号の答え
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ラ ツ カ セ イ

メールでの
ご応募は

こちらから

⬇タテのカギ ➡ヨコのカギ

〒306-0404 茨城県猿島郡境町長井戸23
茨城むつみ農業協同組合
☎0280-87-1161 総務企画部 総務人事課

問い合わせ先

職員募集令和８年度採用
JA茨城むつみ
令和８年度採用
JA茨城むつみ

正職員

茨城むつみ農業協同組合管内（境町、五霞町、古河市、坂東市（旧猿島町））の
本店または支店、事業所

高校、大学、短大、専門学校を令和８年３月に卒業予定の方もしくは上記各
既卒者で39歳未満（令和８年４月１日時点）までの方

大卒（新卒の場合）：190,580円（基本給）～＋その他手当
短大・専門卒（新卒の場合）：180,000円（基本給）～＋その他手当
高卒：167,580円（基本給）～＋その他手当

月～金（８：30～17：00）休憩60分（配属先により変更の場合有り）

土曜、日曜、祝祭日（配属先により変更の場合有り）年末年始、有給休暇、
誕生日休暇、リフレッシュ休暇、特別休暇

昇給年１回、賞与年２回、厚生年金、各種保険完備、各種手当（世帯、通勤、資格）等

当組合指定履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書、成績証明書

①Web試験：一般教養（文章読解力、数的能力、論理的思考力、社会常識、
　　　　　　基礎英語力）、適正検査、作文
②面接試験

日時　令和７年12月３日㈬　午後１時30分～
場所　茨城むつみ農業協同組合　本店２階　式場控室

マイナビ2026よりエントリーの上、
令和７年12月３日㈬開催の説明会へ
ご参加ください。

雇 用 形 態

勤　務　地

応 募 資 格

月　　　給

勤 務 時 間

休 日 休 暇

総合職募 集 職 種

待　　　遇

提 出 書 類

選 考 方 法

説　明　会

応 募 方 法

マイナビ2026

◎法定相続人の範囲と順位

　民法では、相続人となる人とその順位を定めています。 法定相続人となるのは、配偶者、血族、
及び養子です。 配偶者は常に相続人となり、 血族は子 ・親 ・兄弟姉妹の順、 養子は子と同順
位で相続人となります。 先順位の人がいる場合は、 後順位の人は相続人になりません。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.26

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【材料】２合分
栗（生） 100～150ｇ
　　　 （量はお好みで調整）
Aコープ炊飯器で赤飯おこわ　１袋
〇塩　　小さじ１／２（パッケージ記載）
〇水　　250ml（パッケージ記載）
ゴマ塩　お好み

栗は渋皮までむいておきます

１　パッケージの裏面、標記２の材料を混ぜ合わせるところまで進みます。

２　むいておいた栗を上にのせます。

３　白米と同じ炊飯コースで炊きます。

４　炊き上がったらほぐして10分～蒸らします。

提供者
三和支店職員

相続に関するご相談を受付専門家（税理士・司法書士等）との連携で組合員の皆様をご支援致します。

【相続・遺言・贈与・事業承継等】お気軽にお問い合わせください。秘密厳守致します。

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

【作り方】【作り方】

【下準備】【下準備】

相続・遺言・贈与でお悩みの方、ＪＡが士業と連携し、手続きをサポート！

（※）兄弟姉妹が相続人となる場合は、被相続人の両親の出生から被相続人の死亡まで。

遺言書の作成をお勧めします。
法定相続人の範囲は被相続人の出生から死亡まで（※）の
戸籍謄本を集めて調べます。

ポイン
ト
☆炊き上がりお好みで水の量は調節してください。
☆炊飯器の早炊きコースは使用しません。

簡単栗入り赤飯
Ａコープ炊飯器で赤飯おこわを使って

6 ＪＡ茨城むつみ　11月号

坂東清風高等学校
シクラメン販売の
お知らせ

１　実施内容：シクラメン販売会
２　日　　時：
　　令和７年12月７日㈰
　　８：30 〜 12：00
３　販売場所：
　　坂東清風高等学校 農場（草花温室）
　　〒306-0501
　　茨城県坂東市逆井2833－115
　　ＴＥＬ　0280－88－8222
　　ＦＡＸ　0280－88－1189
４　そ の 他：
　　（１）生徒の栽培物につき販売

できるシクラメンに限り
がありますので、１人当
たりの販売制限を設ける
予定です。なお、売り切
れの際はご了承ください。

　　（２）旧坂東総合高校正門は使
用できません。坂東清風
高校農場北門が出入り口
となります。

坂東清風高等学校
農場地図
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常に相続人 配偶者 配偶者は常に相続人になります。

第１順位 子・養子 性別 ・出生順序 ・既婚 ・未婚 ・実子 ・養子 ・嫡出子 ・非嫡出子による順位の区別はありません。
既に死亡している場合は孫等が代襲相続人となります。

第２順位 直系尊属 実の父母と養父母による順位の区別はありません。 本人に近い者が優先します。

第３順位 兄弟姉妹 兄 ・弟 ・姉 ・妹による順位の区別はありません。
既に死亡している場合は、 甥 ・姪が代襲相続人となります。
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